第3章　諸手当関係（特殊勤務手当）
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備考　この様式は、日額等で定める手当（教員特殊業務手当及び教育業務連絡指導手当を除く。）について使用すること。
１　「勤務内容」欄には、手当支給の対象となる業務等の内容を具体的に記入すること。
２　「従事時間」欄には、手当支給の対象となる業務等に従事した時間を記入すること。
３　「単価」欄には、兼任授業担当手当又は夜間等特殊業務手当の単価を記入すること。
４　「手当額」欄には、その日における当該手当の日額等の額を記入すること。
５　給与改定に伴い当該手当の日額等に変更がある場合には、改定前の単価及び手当額の上段に、朱書きで改定後の単価及び手当額を整理すること。
６　「備考」欄には、有害物等取扱手当に係る使用農薬名、その他参考事項を記入すること。
７　乗船業務手当のうち水産教育の航海実習指導のための業務に従事した場合の手当及び多学年学級担当手当については、「業務従事日」欄及び「従事時間」欄以外は、１ヶ月分をまとめて記入、押印することができること。
８　乗船業務手当の漁労の作業に従事した場合の手当については、「業務従事日」欄を「航海期間」欄とし「従事時間」欄及び「単価」欄の記入は要さないこと。また、当該手当の計算基礎を明確にする書類を添付しておくこと。
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